
太古の昔、古生代と呼ばれる動物が海から陸へ進出しだした時代にシダ植物が登場しました。恐竜が繁栄してい

た中生代においても、シダ植物は進化を続け、被子植物（花を咲かせる植物）や裸子植物とともに森林をつくりま

した。新生代には樹上に着生するシダなども登場し、現代では多様な姿形のシダを見ることができます。

自然公園内に数多く生育するシダ、特徴的な形のものから小さいもの、大きなもの…どれもこれも個性的♪

しかし、同じものに見えて実は違ったり、そんなシダだけど種ごとに細かく見ていくと愛着が湧いてくるかも！？

住宅地の石垣の隙間、樹皮など雨水の流れ道や水が溜まりやすい場所に生育していることがあるよ！

右のシダを
見つけだした君は
レンジャーの素質を
もっているのかも
しれない！？
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太古の森はこんな感じだったのかな？
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